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①屋内禁煙化へ要望書や緊急提言
　昨年から健康増進法の一部を改正してレストラ
ン等を含めて屋内を禁煙化することが検討され、
飲食店業界からは予想通り強い反発が出ていま
す。推進派も負けてはいません。１月10日、厚生労
働事務次官室において健康・体力づくり事業財団
や結核予防会など151団体で構成する健康日本21
推進全国連絡協議会の下光輝一会長から厚生労働
事務次官の二川一男氏、厚生労働省健康局長の福
島靖正氏、スポーツ庁長官の鈴木大地氏に意見表
明が手渡されました（図１、２）。

　２月12日、日本禁煙推進医師歯科医師連盟の第
26回学術総会（つくば市）において、「屋内の禁煙化
に業種や店舗規模で例外を設けてはならない」と
いう緊急提言が行われました（図３）。最近急速に
使用者が増えている新型タバコについても「禁煙
の場所では新型タバコも禁止すべき」という内容
も盛り込まれています。

　さらに、２月22日の「禁煙の日」に日本内科学
会、日本循環器学会、日本呼吸器学会など25の医・
歯科学会からなる禁煙推進学術ネットワークから
も、店舗面積（30平米以下の小規模店は除外）や業
種（子どもが行く可能性がないバーは除外）などの
例外規定をつくらずに屋内を全面禁煙とする法規
制を求める緊急提言が行われました（図４＝20
ページ参照）。大型換気扇がある居酒屋よりも、換
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オリンピックと屋内全面禁煙法・条例（その31）
・厚労相に全面禁煙化の要望相次ぐ
・自民党「たばこ議連」が骨抜き対案
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気設備が貧弱なバーの方が受動喫煙の曝
ば く ろ

露は深刻
です。それを除外するのでは法規制の効果は期待
できないからです。

②時代逆行の自民党「たばこ議連」
　自由民主党の「たばこ議員連盟」の中心人物であ
る熊本選出の野田毅氏のホームページを読むと、
議連の設立目的は「たばこ業界の諸問題を研究し、
零細化・高齢化しているたばこ販売者の生活を守

り、たばこ業界の健全な発展を通じ、日本経済の成
長、活性化に寄与すること」です。今時、信じられま
せんが、どんどんタバコを売ることを応援する議
連です。「子どもに無煙環境を推進協議会」の調査
によれば、野田氏はＪＴから305万円の献金、「（屋
内を禁煙化する）法案は通さない」と宣言している
石破茂氏（図５＝21ページ参照）も60万円、「この
問題には触れません」という大島理森衆議院議長
も112万円の献金を受けています。健康増進法を
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図４．小規模店舗を除外しないことを求めた禁煙推進学術ネットワークの意見表明
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強化する法案に反対する議連のメンバーのほとん
どは、タバコマネーを受けている、もしくは、国会
が禁煙化されたら困るスモーキング議員です。福
岡県選出では古賀篤氏、麻生太郎氏、大家敏志氏も
ＪＴマネーを受けています。自民党たばこ議連に
は国会議員140人（その他に地方議員27人）が参加
しています。改正健康増進法が国会で承認される
には「国民はきれいな空気の飲食店を求めている」
という世論を盛り上げるしかありません。以下の
ＵＲＬからネット署名できますので一筆お願いし
ます。
https://goo.gl/q6ueYL

　そして３月、自民党たばこ議連は厚生労働省案
の健康増進法改正案に対して、とんでもない対案
を出してきました（図６）。
①　学校や病院に喫煙室設置可
②　�すべての執務室は対象外（労働安全衛生法の
適用なので）

③　飲食店は「喫煙／分煙／禁煙」の表示のみ
④　表示すればタクシーでも喫煙可

図５．くわえタバコで反対する石破氏
（筆者：記者の受動喫煙が気になります）

図６．受動喫煙対策の厚労省案と自民党たばこ議連案
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図７．毎日新聞（平成29年３月24日付朝刊）に掲載された筆者と松沢氏の意見
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　という1990年代に逆行するような
内容です。
　現在、厚労省で検討されている内容、
つまり、飲食店に喫煙専用室を認める
案でも甘い、と思っているのに、自民党
の対案を見た時には国会議員の質の低
さに笑ってしまいましたが、笑いごと
ではありません。毎日新聞に投稿した
私の意見「国会は喫煙出来る特区とし、
議員は吸っていても構わないので、一
般国民の健康のためにレストランや居
酒屋を禁煙にするべきだ」をご覧くだ
さい（図７）。自身が喫煙する議員は
ちょっとだけ、反対しにくくなったと
思います。ちなみに、大和案は教育、医
療、官公庁、運動施設は敷地内禁煙、そ
の他はすべて喫煙室のない屋内全面禁
煙です。

　さて、ここでコマーシャル。この自民党対案の情
報は「神奈川県公共的施設における受動喫煙防止
条例」を成立させた松沢成文議員の勉強会で入手
しました（図８）。現在、参議院議員として塩崎厚生
労働大臣への要望書の提出を繰り返し（図９）、国
会でも安倍首相にこの問題で鋭く切り込み、精力
的に活動されています。「タバコ規制に取り組む松
沢しげふみを応援する医師・有志の会」は年２回開
催されています。一般市民には伝わってこない国
会のリアルな情報が得られますので加入を希望さ
れる方は議員事務所に直接連絡してください
（info@matsuzawa.com）。

図８．安倍首相に全面禁煙化の必要性を解説したことを紹介する
松沢議員（四角枠内は図６のパネル・丸囲みが松沢議員）

図９．塩崎厚生労働大臣（左から４人目）への要望書
提出。大臣の右が松沢議員


